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奈
良
教
育
大
学
附
属
中
学
校
通
信
第
一
号
（
通
算
四
十
号
）

※
急
な
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
容
赦
下
さ
い
。

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
四
月
十
七
日
発
行

【
４

月
】

日

第

回
入
学
式

10

71

日

身
体
測
定

11

日

検
尿
１
次

12

日

部
活
動
紹
介
、
検
尿
１
次(

予
備)

13

日

全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
役
員
推
薦
委
員
会

14
日

一
年
心
電
図

17
日

５
組
新
入
生
歓
迎
会
、
３
年
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

18

【
学
年
配
当
】

日

生
徒
会
意
見
発
表
会
・
投
票

19

日

眼
科
検
診

20

学

年

主

任

１

組

２

組

３

組

４

組

５

組

日

新
旧
評
議
員
会
・
３
年
内
科
検
診

日

生
徒
会
旧
部
会
、
検
尿
２
次

日

２
年･

５
組
内
科
検
診
、
検
尿
２
次(

予
備)

１

年

佐
古
田

佐

藤

中

嶋

山
本
佑

山
本
浩

福

嶋

日

学
校
保
健
委
員
会
、
生
徒
会
新
部
会

日

耳
鼻
科
検
診

日

奈
良
め
ぐ
り(

全
学
年)

２

年

葉

山

川

合

岸

田

岩

﨑

佐

竹

小

倉

【
５

月
】

１

日

開
校
記
念
日(

登
校
日)

２

日

周
年
記
念
式
典

70

３

年

有

馬

小

嶋

吉

岡

若

森

市

橋

大

谷

８

日

３
年
生
総
合
テ
ス
ト
②

９

日

１
年
内
科
検
診
、
部
活
動
発
足
会
、
検
尿
３
次

(

学
年
付)

(

１
年)

荘

司
・
尾

本
・
柁

谷

(

２
年)

吉

田
・
竹

村

日

検
尿
３
次(

予
備)

10

日

生
徒
会
認
証
式
・
生
徒
総
会
、
歯
科
検
診

11

(

３
年)

新

井
・
奥

原
・
太

田

日

育
桜
会
・
教
育
後
援
会
総
会

12

日

奈
良
市
民
体
育
大
会(

基
準
日)

14

【
企
画
委
員
】

日

部
活
動
保
護
者
会(

基
準
日)

15

日

防
火
訓
練

17

校
長(

松

川)

・
副
校
長(

谷

口)

・
主
幹(

松

田)

～

日

三
年
沖
縄
修
学
旅
行(

・

日
振
替
休
日)

20

23

24

25

・

日

一
年
曽
爾
野
外
活
動

25

26

教
務
主
任(

奥

原)

・
尾

本
・
小

倉
・
有

馬
・
佐

竹

～

日

二
年
答
志
・
鳥
羽
臨
海
実
習(

日
振
替
休
日)

25

27

29

日

５
組
授
業
参
観
会

31

【
６

月
】

【
校
務
分
掌
】

１
・
２

日

中
間
テ
ス
ト(

３
年)

、
評
議
員
会
①

５
・
６

日

中
間
テ
ス
ト(

１
・
２
年)

教
務
部

◎
奥

原(

校
務
管
理)

・
尾

本
・
葉

山
・
荘

司(

広
報)

日

奈
良
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会(

基
準
日)

11

日

ス
ポ
ー
ツ
デ
イ(

鴻
ノ
池)

(

雨
天
→

日)

12

13

文
化
部

◎
中

嶋
・
新

井
・
柁

谷

～

日

教
育
実
習(

２
週
間
実
習)

12

23
日

生
徒
会
６
月
部
会

13

生
活
部

◎
吉
田
・
佐
古
田
・
有
馬
・
市
橋
・
山
本
浩
・
岸
田
・
小
倉

日

宿
泊
行
事
報
告
会
・
全
校
Ｐ
Ｔ
Ａ(

予
定)

22

日
～
７
月
３
日

期
末
テ
ス
ト

29

図
書
部

◎
岩

﨑
・(

佐
久
間)

【
７

月
】

３

日

５
組
防
災
学
習

整
美
部

◎
吉

岡
・
若

森
・
太

田(

成

田)

６

日

評
議
員
会
②

７

日

５
組
校
外
学
習

保
体
部

◎
佐

藤
・
川

合
・
福

嶋

日

生
徒
会
７
月
部
会

12

日

５
組
Ｐ
Ｔ
Ａ
、(

午
後)

期
末
懇
談
、
図
書
部

14

研
推
部

◎
竹

村
・
小

嶋
・
佐

竹
・
山
本
佑
・
大

谷

・

日

(

全
日)

期
末
懇
談

選
書
活
動

18

19
日

終
業
式
・
大
掃
除

20

日

３
年
生
総
合
テ
ス
ト
③

◎
尾

本
・
松

川
・
谷

口
・
松

田
・
佐
古
田
・
葉

山

大

谷
・
吉

田
・
太

田(

成

田)
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81

【
年
度
替
わ
り
の
人
事
異
動
に
つ
い
て
】


भ
ৗ
ো
ে
॑

75

〈
離
任
〉

冨
山

敦
史(

国
語)

・
金
川

実
奈(
特
別
支
援)

ಶ
इ
ऽ
ख
ञ
آ

〈
着
任
〉

山
本

佑
子(

国
語)

・
新
井

馨(

美
術)

教

育

相
談
部

ふ
く
ら
か
に

生
き
る

学
校
長

松

川

利

広

新
年
度
、
一
学
期
が
始
ま
っ
て
、
は
や
二
週
間
が
過
ぎ
、
桜
の
主
役
は
染
井
吉
野
（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
か
ら
八
重
桜
へ
と
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
附
中
正
門
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に

植
わ
っ
て
い
る
「
ナ
ラ
ノ
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
」
の
花
芽
（
は
な
め
）
も
、
い
よ
い
よ
膨
ら
み

始
め
ま
し
た
。

『
桜
の
樹
木
学
』
（
近
田
文
弘
著
）
か
ら
得
た
知
識
で
す
。
花
の
も
と
と
な
る
花
芽
は

前
年
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
作
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
成
長
を
始
め
ま
す
。
し
ば
ら
く
成
長

し
た
後
、
初
冬
（
十
一
月
～
十
二
月
）
を
迎
え
る
と
休
眠
に
入
り
ま
す
。
休
眠
状
態
で

年
を
越
し
た
花
芽
は
、
二
月
前
後
の
厳
し
い
寒
さ
（
平
均
気
温
五
度
位
）
に
さ
ら
さ
れ

る
と
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
こ
れ
を
「
休
眠
打
破
」
と
い
い
、
再
び
成
長
を
始
め
ま
す
。

そ
し
て
気
温
の
上
昇
に
伴
い
開
花
へ
と
進
む
の
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
「
休
眠
打
破
」
は
、
私
た
ち
の
人
生
に
も
応
用
で
き
そ
う
で
す
。
思
う
よ
う
に

物
事
が
進
ま
な
い
、
失
敗
す
る
な
ど
、
厳
し
い
、
冬
の
よ
う
な
環
境
が
訪
れ
た
と
き
は
、

今
が
人
生
の
「
休
眠
打
破
」
と
肯
定
的
（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
）
に
受
け
止
め
、
計
画
の
点
検

・
再
出
発
、
自
己
の
省
察
・
再
発
見
の
契
機
（
チ
ャ
ン
ス
）
と
し
て
位
置
づ
け
た
ら
よ

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
開
花
に
向
け
て
、
成
長
し
続
け
る
「
ナ
ラ
ノ
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
」
に
話
を
戻
し
ま

す
。附

中
の
校
歌
は
、
「
ふ
く
ら
か
に

八
重
の
さ
く
ら
」
で
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
「
ふ
く

ら
か
（
に
）
」
は
、
雅
語
と
呼
ば
れ
る
言
葉
で
、
今
の
時
代
、
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
附
中
生
は
「
ふ
く
ら
か
（
に
）
」
の
貴
重

な
言
語
文
化
継
承
者
で
も
あ
り
ま
す
。

雅
語
が
生
ま
れ
た
、
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
源
氏
物
語
の
中
で
、
「
ふ
く
ら
か
」
は
、

「
痩
せ
た
れ
ど
、
つ
ら
つ
き
ふ
く
ら
か
に
」
「
酸
漿
（
ほ
ほ
づ
き
）
な
ど
い
ふ
め
る
や
う

に
ふ
く
ら
か
に
て
」
「
御
腹
も
す
こ
し
ふ
く
ら
か
に
な
り
に
た
る
」
な
ど
の
よ
う
に
、
主

に
身
体
の
形
容
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
類
語
の
「
ふ
く
よ
か
」
は
「
ふ
く
よ
か
に
書

い
た
ま
へ
り
」
「
ふ
く
よ
か
な
る
陸
奥
国
紙
に
」
な
ど
の
よ
う
に
、
身
体
の
形
容
以
外
に

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

時
代
は
下
り
、
近
代
に
入
る
と
「
離
れ
の
ま
え
に
は
老
僧
の
秘
蔵
の
牡
丹
の
古
木
が

あ
り
淡
紅
の
ひ
と
え
の
花
び
ら
に
芳
し
い
息
を
ふ
く
ん
で
ふ
く
ら
か
に
花
を
ひ
ら
く
。

（
中
略
）
む
か
っ
て
左
の
端
に
は
青
桐
、
右
の
端
に
は
は
く
う
ん
木
（
ぼ
く
）
が
涼
し

い
蔭
を
つ
く
っ
て
い
た
。
」
（
中
勘
助
『
銀
の
匙
』
新
潮
文
庫
一
七
二
頁
』
）
と
あ
る
よ
う

に
、
叙
情
性
を
含
意
し
た
花
の
形
容
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
後
段
に
緑
を
配
置
し
た
「
ふ
く
ら
か
に
花
を
ひ
ら
く
」
と
い
う
清
新
な
表

現
は
、
後
の
人
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

附
中
の
「
ふ
く
ら
か
に

八
重
の
さ
く
ら

緑
濃
き
…
」
の
「
ふ
く
ら
か
に
」
に
は

平
安
時
代
の
叙
事
性
に
近
代
の
叙
情
性
が
加
わ
っ
た
、
深
み
の
あ
る
言
葉
と
し
て
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
は
、
ど
の
よ
う
な
「
八
重
の
さ
く
ら
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
か
。

つ
ぼ
み
、
咲
き
始
め
、
五
分
咲
き
、
七
分
咲
き
、
満
開
？

正
解
は
一
つ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
八
重
の
さ
く
ら
」
を
思
い
浮
か
べ
て
、
温
か
く
、
や
わ
ら
か

く
、
ふ
く
ら
み
の
あ
る
心
で
、
平
成
二
十
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
を
、
ふ
く
ら
か
に
生

き
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

本
年
度
の
学
年
編
成
・
お
も
な
校
務
分
掌

一
学
期
の
お
も
な
行
事


